
 
代 表 質 問 の 通 告 議 員 と 要 旨 一 覧  

§２４番 玉 川  英 樹  （志政加古川）  
１．新型コロナウイルス関連対策について   （１）ワクチン接種体制について  （２）コロナ禍で損失の大きい事業者への支援について   
２．東京オリンピック・パラリンピックの対応について  （１）本市が進めてきた対応について  （２）後世に残すためのオリンピックレガシーについて   
３．本市が目指すスマートシティ構想について  （１）具体的なイメージについて  （２）国のスーパーシティ構想との関わりについて  （３）本市の他の計画との関わりについて 
（４）今後、本市に必要な戦略について   

４．ＳＤＧｓの達成について  （１）ＳＤＧｓの取り組みについて  （２）地球温暖化対策のための気候非常事態宣言について   
５．シティプロモーションについて  （１）シティプロモーションについて  （２）実感できる市の魅力の発信について   
６．ＪＲ加古川駅前周辺の理想とする構想について  （１）駅前周辺の理想とする構想について  （２）駅北の公有地（３１街区）について   
７．行革実行プランの見直しについて  （１）見直しのポイントについて  （２）人口減少対策と公共施設マネジメントについて   
８．実効性のある防災部の実現について  （１）災害時・平時のそれぞれにおける職務と権限について  （２）防災監の資格と知識と技能について 



 
９．本市中学校における自死事案について  （１）これまでの経緯について  （２）市長が目指す本市の教育について 



 
§１４番 稲 次   誠  （かこがわ市民クラブ）  

１．新型コロナウイルス感染症に関する支援策について  （１）新型コロナウイルスワクチン接種の計画等について  （２）新型コロナウイルス感染症による市内の経済動向と支援について   
２．人口減少対策について  （１）本市の現状について   
３．スマートシティの推進について  （１）行政手続きのスマート化による市民サービスについて  （２）スマートシティの推進による高齢者への便益について   
４．防災部の設置について  （１）防災監の配置について  （２）地域防災の強化について   
５．公共交通の考え方について  （１）公共交通対策の現状について  （２）今後の公共交通の在り方、進め方について   
６．学校教育について  （１）学校のＩＣＴ教育への課題と対策について  （２）本市の特色につながる教育の充実について  （３）義務教育学校化への考えについて   
７．気候非常事態宣言について  （１）気候非常事態宣言に対する思いについて  （２）気候非常事態宣言下の取り組みについて   
８．市長の取り組みについて  （１）これまでの取り組み、今後への思いについて 



 
§２７番 相 良 大 悟  （公明党議員団）  

１．スマートシティの取り組みについて  （１）行政のデジタル化（ガブテック）について  （２）子育て支援システム導入の効果とスマートシティのアピールについて  （３）加古川市版Ｄｅｃｉｄｉｍの新たな展開と対策について  （４）スマートシティ加古川のアピール戦略について   
２．加古川の水辺のにぎわいについて  （１）イルミネーションイベントの効果及び課題と対策について  （２）今後の花火大会開催の方向性とイベント開催方法の所見について   
３．人権文化の確立について  （１）人権侵害禁止条例の制定について  （２）教育現場における新型コロナウイルス感染症に関連した人権侵害の対 

応について  （３）「第５次男女共同参画行動計画」に基づく取り組みについて   
４．医療分野の助成について   （１）医療分野の各助成内容と効果について   
５．防災・減災対策について  （１）防災監の人事と具体的な役割について  （２）流域治水関連法改正に伴う制度創設にあたって加古川市の現状と対策 

について  （３）気象防災アドバイザーの採用について   
６．にぎわいと魅力あふれる都市拠点の形成について   （１）大型商業施設内の整備のねらいと効果について  （２）駅北公有地の今後の見通しについて   
７．ＳＤＧｓ達成への取り組みについて   （１）「気候非常事態宣言」の今後の予定と表明後の取り組みについて  （２）ＳＤＧｓの普及・啓発の進め方について  （３）理念や目標を踏まえた施策展開のビジョンについて  （４）学校におけるＳＤＧｓ教育について 



 
§６番 中 村 亮 太    （創政会）  

１．中長期的な財政見通しについて  （１）財政計画のこれまでと今後について   
２．社会教育と公民館の方向性について  （１）社会教育と公民館の方向性について   
３．行政手続きのオンライン化と市民センターの今後について  （１）行政手続きのオンライン化の目的等について  （２）市民センターの今後について   
４．子育て世代が魅力を感じるまちに向けての環境整備について  （１）子育て世代が魅力を感じるまちに向けての環境整備について   
５．賑わいづくりにおける県との連携について  （１）河川敷における連携について  （２）県保有の余剰地における連携について   
６．他市との連携によるシティプロモーションについて  （１）加西市（鶉野飛行場）との連携について  （２）南九州市（知覧特攻平和会館）との連携について 


